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甲府中学･甲府一高平成10年度東京同窓会式次第

第一部総会
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２

開会の辞

会長挨拶

議
ｎ

2）

４

５

日時：平成10年７月８日（水）午後５時開会

会場：東京會舘本館11階］’-ﾙﾄ’ﾙｰﾑ（総　会）

　　　　　　　　　　９階ﾛｰｽ’ﾙｰﾑ（懇親会）

　　　司会当番幹事　35年卒　志村昌也

　　　　　　　　　　　51年卒　海沼弘忠

　事

東京同窓会役員改選について

「東京同窓会積立基金」について

６

７

3）東京同窓会平成９年度会計報告

4）東京同窓会平成９年度監査報告

5）東京同窓会平成10年度予算（案）

6）その他

副会長就任挨拶・「一紅会」活動報告

来賓御挨拶

来賓御紹介

閉会の辞

第二部懇親会

１

２

３

４

５

６

開会宣言・乾杯

出演バンド紹介

当番幹事長

会　長

議　長

副会長

副会長

前年度幹事

監　事

当番幹事

副会長

甲府一高校長

同窓会長

当番幹事

田中友昭

渡辺喜一

渡辺喜一

秋山哲郎

伴野　匡

小河原一興

小宮山優

江口嘉郎

渡辺圭子

雨宮　惇様

海沼　昭様

作道　恒

司会当番幹事　51年卒　保坂正紀

　　　　　当番幹事長　田中友昭

懇談・イベント　～懐かしいあの頃を歌とともに綴る～

　　　　＊　校歌（甲府中学・甲府―高）

　　　　＊　同窓物故者哀悼
閉会宣言

　「仰げば尊し」全員合唱

　「日新鐘」の鐘

－１－

司会　海沼弘忠

以上



平成９年度東京同窓会会計報告（実績／予算）

項　目 平成９年度実績 平成９年度予算 増　減

（収入の部）

１．同窓会参加費

２．祝　金

３．日新鐘・広告収入

４．雑収入

５．前期繰越金

　　　　円

5,080,000

　　50,000

2,519,120

　　　　0

　210,640

　　　　円

4,800,000

　　50,000

1,900,000

　　　　0

　210,640

　　　円

280,000

　　　　0

619,120

　　　　0

　　　　0

小　計 7,859,760 6,960,640 899,120

（支出の部）

１．総会・懇親会費

２．役員会・幹事会

　　　（幹事会）

　　　（役員会）

３．通信・印刷費

４．日新鐘印刷制作費

５．広告関係印刷通信費

６．雑　費

７．運営基金

８．「一紅会」勘定

　　　　円

4,853,940

　365,673

　611,917

　836,591

　290,127

　198,892

　　69,511

　100,000

　120,000

　　　　円

4,210,000

　420,000

　420,000

　880,000

　320,000

　135,000

　　60,000

　　50,000

　120,000

643,940

－54,327

　191,917

－43,409

－29,873

　63,892

　　9,511

　　50,000

　　　　　0

小　計 7,446,651 6,615,000 831,651

次期繰越金 413,109 345,640 67,469

合　計 7,859,760 6,960,640 899,120

　　　　　　　　　　　　　監　査　報　告

会則により、平成９年度会計（平成８年９月１日～平成９年８月31日）

係る、収支決算内容について、諸帳票ならびに証拠書類と対照監査の結果、

正に処理されていることを認めます。

平成９年９月５日

　　　監事　小気ぶ

東京同窓会会長渡辺喜一殿

監事

－２－
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平成10年度東京同窓会予算（案）

項目 平成10年度予算 平成９年度実績 増減

[収入の部] 円 円 円

１．前期繰越金 ４１３，１０９ ２１０，６４０ ２０２，４６９

２．同窓会参加費用 ５，０００，０００

(１０千円×５００名)

　５，０８０，０００

(１０千円×５０８名)

－８ ０，０００

３．祝　金 ５０，０００ ５０、０００ ０

４．日新鐘・広告収入 ２，５００，０００ ２，５ １９，１ ２０ －１９，１ ２０

５．雑収入 ０ ０ ０

合　計 ７，９６３，１ ０９ ７，８５９，７６０ １０３，３４９

[支出の部] 円 円 円

１．総会・懇親会費
　　（イベント費用）

５，０００，０００

　（６５０，０００）

４，８５３，９４０

　（３２０，０００）

１４ ６， ０６０

２．役員会費(当番幹事会) ５００，０００ ６１１，９ １７ －１ １ １ ， ９ １ ７

３．幹事会費(10.4.22) ４００，０００ ３６５，６７３ ３４，３２７

４．通信・印刷費 ８５０，０００ ８３６，５９１ １３，４０９

５．日新鐘・印刷制作費 ３５０，０００ ２９０，１ ２７ ５９，８７３

６．広告　印刷・通信費 ２００，０００ １９８，８９２ １，１ ０８

７．一紅会費用勘定 １２０，０００ １２０，０００ ０

８．運営基金 ５０，０００ ‘　１ ００， ０００ －５ ０，０００

９．雑　費 ８０，０００ ６９，５１１ １０，４８９

合　計 ７，５５０，０００ ７，４４６，６５１ １０３，３４９

次期繰越金 ４１３，１０９ ４１３，１０９ ０

合計 ７，９６３，１ ０９ ７，８５９，７６０ １０３，３４９

３

以　上



　　甲府中学・甲府一高

「東京同窓会積立基金」について

　　お知らせとお願い

　平成七年度の同窓会総会にて承認され発足いたしました「東京同窓会積立基金」

は多くのご賛同をいただいた方々から、既に基金へのご協力を賜っております。

　おかげさまで本年の総会準備期間中はこの基金を活用させていただき、本日を迎

えることができました。ご協力に感謝いたしますとともに、ここに厚くお礼申しあ

げます。

　　　　　　　　　　　　～　応　募　要　領　～

１．総会の準備期間中の支出をまかなうため同窓会としての資金を持つことを目的
　　とする。

２．資金は会員有志の寄付によることとし、１□を１万円とする。

３．資金は「東京同窓会積立て基金」と呼称し、その年の同窓会実行委員長が管理
　　する。

４．実行委員長はその任務が完了したとき、基金を引受け時の金額にもどして、次
　　年度の実行委員長に引き継ぐこととする。

５．基金の受付けは下記による。

　　イ　理事会または総会の当日、会場受付に署名簿と基金箱を置いて受け付ける。

　　ロ　上記以外の日の応募は郵便局からの振込みとする。

６．郵便局の振込口座は下記のとおり。

　　郵便局名　京橋郵便局

　　口座番号　00160－5－724615

　　加入者名　甲府中学一高東京同窓会

※通信欄には氏名、卒業年次を必ず記載してください。また振込み科は加入者
（同窓会）負担として下さい。

以上の主旨をご理解賜り、より一層のご協力をいただけますようお願い申しあげ
ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
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　　(名

第一条

平成５年６月17日

山梨県立甲府中学校甲府第一高等学校

　　　　東京同窓会会則

第一章 総　　則

称）

　この会は、山梨県立甲府中学校甲府第一高等学校東京同窓会という。

　　　(事務所)

第二条　　　この会は、事務所を会長の指定する東京都内に置く。

　　　(目　的)

第三条　　　この会は、会員相互の親睦を図ることを目的とする。

　　　(事　業)

第四条　　　前条の目的を達成するため、この会は次の事業を行う。

　　　　　　　　　一、会報及び会員名簿の発行

　　　　　　　　　二、各種集会の開催

　　　　　　　　　三、その他必要な事項

(会員の種類)

第五条

２

３

４

第
一

一 章 会　　員

　この会の会員を分け次の三種とする。

　　　一、普通会員

　　　二、名誉会員

　　　三、特別会員

　普通会員は、徽典館中学科、山梨県立甲府中学校又は山梨県立甲府第

一高等学校（以下母校という｡）の卒業生及び母校に在籍した者で首都

圏に在住する者並びにこれに準ずる者とする。

　名誉会員は、普通会員のうち、満八十才以上の者とする。

　特別会員は、母校校長及び母校に功労があった者で、総会において推

薦された者とする。
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(役員の種類)

第六条

　　　(任

第七条

　　　２

　　　３

　　　４

　　　５

　　　(選

第八条

　　　２

　　　　３

　　　　４

　　　(任

第九条

　　　２

第十条

　　　　２

　　　　３

　　　　４

５

第
一

一

一
章

この会に次の役員を置く。

　　一、会　長

　　二、副会長

　　三、理　事

四 幹事

役　　員

一　名

五名以内

若干名

若千名

　　　五、監　事　　　　　　　二　名

務）

　会長はこの会を代表し、会務を統括する。

　副会長は、会長を補佐し、会長事故あるときはその職務を代行する。

　理事は、会務を処理する。

　幹事は、理事を補佐し、会務を処理する。

　監事は、会計を監査し、総会に報告する。

出）

　会長は、総会において会員のうちから選出する。

　副会長、理事、幹事及び監事は、会員のうちから総会の議を経て、会

長がこれを委嘱する。

　理事は、各卒業期毎に、幹事の代表として一名を互選する。

　幹事は、各卒業期毎に、三名以内を互選する。

期）

　役員の任期はすべて二年とする。但し、重任を妨げない。

　補欠により就任した者の任期は、前任者の残存期間とする。

第四章 名誉会長及び顧問

　この会に名誉会長及び顧問若干名を置くことができる。

　名誉会長は、会員のうちから総会の議を経て、会長これを推戴する。

　顧問は、会員のうちから総会の議を経て、会長これを委嘱する。

　名誉会長及び顧問は、会長の諮問に応じ重要事項に参画し、又は役員

会に出席して意見を述べることができる。

　任期は役員に準ずる。

１１



第五章 会　　議

　　　(種　類)

第十一条　　会議は、総会、理事会及び幹事会とする。

　　　(招　集)

第十二条　　総会は、定期総会及び臨時総会とし、定期総会は毎年一回会長がこれ

　　　　　を招集する。

　　　２　　臨時総会は、会長が必要と認めたとき、及び理事又は幹事の過半数か

　　　　　ら会議の目的である事項を示して開催の請求があったとき会長がこれを

　　　　　招集する。

第十三条　　幹事会は年一回以上、理事会は必要の都度これを開催し、招集は総会

　　　　　に準ずる。

　　　(議　事)

第十四条　　会長は、会議の議長となり議事を処理する。

第十五条　　採決を要するときは、出席者の過半数をもって決する。

　　　２　　可否同数のときは、議長がこれを決する。

第六章 会　　計

　　　(経　費)

第十六条　　この会の経費は、次に掲げるものをもってこれに当てる。

　　　　　　　　　一、会費

　　　　　　　　　二、寄附金

　　　　　　　　　三、借入金

　　　　　　　　　四、雑収入

　　　２　　名誉会員については、会費を免除する。

　　　(会計年度)

第十七条　　この会の会計年度は、毎年９月１日に始まり、翌年８月31日に終わる。

第七章 雑　　則

　　　(異動通知)

第十八条　　会員は、その氏名、住所、職業等に異動があったときは、速やかに会

　　　　　に通知するものとする。

　　　(会則の変更)

第十九条　　この会則は、総会の決議によらなければ変更できない。
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